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(2) 構築したシステムを一戸建て一般住宅合計 19 軒に設置し、設置前後のエネルギー消費状況及び画面上のボ、タ
ン押下の履歴データに基づき、設置効果の多面的な分析を行っている。その結果、電力・都市ガス消費量がともに 10%
程度削減された、需要家がシステム設置後 2 ヶ月以上にわたり選択ボタン押下操作を継続した、電気機器の時刻別消
費といった詳しい情報に強い関心を示したなど、有効性について多くの肯定的な知見を得ている。
(3) 機器別に見た電力日負荷曲線ならびに負荷持続曲線の設置前後の変化に基づき、情報提供システム設置により
誘発された省エネ行動に関する分析を行っている。その結果、室温設定値を下げる、使用機器を変更する、運転モー
ドを切り替える、不使用時にコンセントを抜く、保温時間を減らす、など需要家の負担にならないような省エネ行動
が行われ、提供した情報が有効に働いたことを明らかにしている。
以上のように本論文では、消費情報提供システムの設置が需要家の合理的な省エネルギー行動を誘発し省エネルギ
ー効果をもたらすものであり、環境負荷低減方策のーっとなり得ることを実証しており、環境エネルギーシステム工
学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
